
私
の
繕

花
を
摘
む
こ
と
で
、
そ
の
土
地
そ
の
部
落
の
在
り
方
、
ひ
い
て
は
創
生
の
根
元
に
触
れ
え
た
よ
う
な

満
足
感
に
ひ
た
っ
て
い
た
と
思
う
。

メ
キ
シ
コ
や
モ
ロ
ッ
コ
の
、
と
り
わ
け
僻
遠
の
地
に
感
動
を
覚
え
た
の
も
、
土
く
れ
た
イ
ン
デ
ィ
オ

た
ち
の
生
活
が
同
じ
触
発
を
私
に
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。

〈
人
は
た
だ
生
き
て
い
る
だ
け
で
充
分
〉
と
い
う
単
純
な
発
見
、
そ
こ
に
深
い
生
命
の
尊
厳
を
み
た

と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
点
に
立
っ
て
私
は
人
が
棲
ま
う
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
と
対
話
を
続
け

て
、
た
し
か
な
創
造
の
力
を
自
ら
育
ん
で
ゆ
き
た
い
と
希
っ
て
い
る
。

ア

ブ
○ 私

は
、
か
っ
て
車
で
、
は
る
か
な
世
界
の
旅
を
し
た
。

花
を
見
つ
け
る
と
花
を
摘
ん
だ
。
四
年
半
も
摘
み
続
け
た
。
異
国
の
旅
に
伴
う
「
孤
独
」
性
が
、
花

の
美
し
さ
と
大
地
の
大
き
さ
に
魅
き
つ
け
ら
れ
引
き
つ
ら
れ
て
、
そ
の
行
為
を
続
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
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SＰｒｉｎｇｈｄＳｃｏｍｅ
春は生命の芽ぶく時。
長い時の蓄積から
目覚めた美しさは、
言葉では
言いつくせない｡ ｡ 。
そんな美しさを、
際だたせる

ＲＡＴＡＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ

真珠･ 貴金属･ 毛皮･ 輸入婦人服

Ｑ
さんちかレデイスタウン
(神戸市生田区三宮町1丁目1）

壷(078)391-3886

本社
(神戸市生田区元町通6丁目35の２明邦ビル）

壷(07 8 ) 3 4 1 - 8 0 4 1

、

ノ
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伝統の心を縫う
手づくりの
風格

亙洋服，瀞
獲這

神戸市葺合区磯上通8 - 1 - 3 3
壷(078)251-8501㈹

東京・大阪・神戸・姫路

､L、

日
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へ

、
良いものとの
出逢い

入園式, 入学式に
辰兇陽･ 子さん〈西宮市亦住〉

ワードローブは紺、ベー‐ジュ、茶
のベーシックカラーが中心で、それを
見事個性的確装う辰兄さんは、を女
に囲まれ、建築家のご主人と休日( よも
つばらテ. ＝スです。

シャネルス･･ツ(I〕､Fallas>￥252』000

這徽孟絢"ん
冥宮町：.］~ 目. ‐･ Z ‐･ センタ・・ピル入；：

：上：（(畷I)33116劃）
１０:3 0 A M～7牙C O PＭ水曜冗付． 」
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ＧそれはＧＲＥＡＴ
ＧそれはＧＥＮＴＬＥ
ＧそれはＧＯＯＤ
ＧそれはＯＫＡＤＡＴＡＩＬＯＲ
そして

アダムＧ

、砲搬里
それは…現代を着る責男のためのファッション砦です。

服飾技術研究所岡田崖
神戸市葺合区御幸通6 - 1 - 1 5 みゆきビル6 0 7 壷2 2 1 - 9 3 T ４

" ＧR A C E " 号の前に立つ
南泰吉氏
< 株式会社南ビル社長〉

< モナコ王室専用ハーバーにて〉
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が

七…に…兆七
こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

（
。
﹇
月
目
次
１
９
８
０
．
Ｎ
０
．
２
２
７

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
／
侯
の
見
た
神
戸
〈
幅
〉
／
西
村
功

９
第
九
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者

音
楽
部
門
／
山
内
鈴
子

美
術
部
門
／
榎
忠

舞
台
芸
術
部
門
／
仮
名
手
庵
歌
舞
伎
・
海
野
光
子

文
学
部
門
／
絢
村
光
明

フ
ァ
ゾ
シ
ョ
ン
部
門
／
市
野
木
江
充
子

旧
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

鳩
一
回
人
・
神
戸
（
３
）
／
中
西
膳

旧
神
戸
の
風
色
（
３
－
／
堀
内
初
太
郎

調
わ
た
し
の
意
見
／
田
島
淵

調
随
想
／
朝
比
奈
隆
ア
富
士
正
購
／
望
月
美
佐

調
連
滅
エ
ッ
セ
イ
・
私
の
ひ
ろ
い
も
の
〈
幅
〉
／
竹
中
郁

畑
独
歩
準
帳
識
這
〃
一
唾
識
埠
／
水
谷
頴
介

躯
裁
握
篭
確
篭
な
国
際
文
化
都
市
づ
く
り
を

新
野
幸
次
郎
／
外
島
健
吉
／
中
内
功
／
鬼
塚
喜
八
郎

岨
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
情
報
’
９

釦
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

躯
第
九
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
選
考
座
談
会

文
学
部
門
／
小
林
武
雄
／
杉
山
平
一
／
安
水
稔
和

音
楽
部
門
／
吉
村
一
夫
／
柴
田
仁
／
小
石
忠
男

美
術
部
門
／
赤
根
和
生
／
乾
由
明
／
増
田
洋
／
草
野
拓
郎

舞
台
芸
術
部
門
／
佐
野
漣
箕
／
小
泉
康
夫
／
岡
田
美
代

フ
ァ
ゾ
シ
ョ
ン
部
門
／
福
冨
芳
美
／
森
本
泰
好
／
藍
本
ハ
ル
ミ
ノ
小
泉
美
喜
子

髄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
（
配
〉

博
覧
会
を
成
功
に
導
く
‐
オ
ー
ル
関
西
”
の
視
点

水
上
章
雄
／
渡
部
隆
夫
／
日
比
野
武
／
鈴
木
守
／
池
田
茂
樹

田
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
画
第
４
回
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
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受
賞
式

回
藤
井
久
雄
師
双
光
旭
日
章
叙
勲

列
ノ
コ
ち
ゃ
ん
の
華
麗
な
る
食
べ
あ
る
記
〈
旧
〉
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小
山
乃
里
子

乃
六
○
画
、
翌
の
雪
○
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の
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○
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肥
神
戸
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ル
ハ
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神
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の
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し
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ご
案
内
〈
３
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ポ
ー
ト
ピ
ァ
刊
が
や
っ
て
く
る

新
し
い
街
に
、
新
し
い
出
会
い
と
発
見
を
求
め
て

ビ
バ
神
戸
／
、
ビ
バ
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
／
、

春
ら
ん
ま
ん
の
こ
の
神
戸
っ
子
パ
ー
テ
ィ
へ
い
ざ
。

－ノ

／－－ 、

、

プ
ロ
グ
ラ
ム

■
第
９
同
月
刊
神
戸
っ
ア
ナ

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
式

■
昭
和
弱
年
度
神
戸
酒
徒
番
附
表
彰
式

サンバデデボートビア'8 1 4月１０日く木〉
午後5:30受付/6: 0 0開演～9:0 0終了

サンボーホール2Ｆ☆￥５，０００< ﾁ ｹ ｯ ﾄ / のんで．たべて踊って〉

●お問合せ／主催月刊神戸っ子ﾉ / 神戸市生田区東町1 1 3 ノ1 大神ビル7 Ｆ壷0 7 8 ( 3 3 1 ) ２２４６

真
帆
し
ぶ
き

サ
ン
バ
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

“
サ
ン
バ
デ
ポ
ー
ト
‐
ビ
ア
別

出
演
／
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド

シ
ョ
ー
タ
イ
ム

■
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
世
界
の
酒
祭
り
Ⅷ

出
演

4３
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》 ● 一

ﾛ

｡､
,鐸
行置
冥鉾
,望

獣
O､、

事ｑ

‘篭

勘

Ｉ

● Ｊ Ⅶ Ｎ Ｎ ‐ 判 Ｙ 記 』 青 ｑ 士

声
一
＝
＝
I
型

グ ー

奇 ｖ 噌 唖 判 Ｅ ｖ 陣 Ｙ 陸 叫 Ⅷ Ａ 唖 》 マ 辻 ｃ ｎ ｖ

● 淵 伽

調 劇 画 誌 矛 諸

ｉ ％

ａ ｏ Ｆ Ｆ ｍ 国 而 、 エ ○ 面

● ｎ Ｐ ｍ － ｚ

、 鋤 二 ・ 斗 母 切 削 哩 噌 叫 増

ロ ⑤ 』 時 い ふ １ １ 』 で

密 滞 誌 浜 騨 崎 副 語

● 鳩 山 ｌ 粥 ｐ ・ で 唯 将 凹

掲 訓 監 隅 ・ 蕊 湯 禅

● 壁 畿 剤 斗

Ｌ

● 」 で 畠 ・ 妙 唾 ゆ ふ 肘 」 で

型

了 営 圃 Ｉ 型 器 Ｉ 〒 ｕ ： 哨 凹 ｙ

● 二 熊 ・ 牛 Ｄ ｙ

可 、 時 嘩 こ ｌ 毎 単 祷 誌

Ｕ
●
誼
●
雪
●
藷
ｅ

霊§
難き

蝿Ｗ
､雲
#

＆
弼
測

則
噂

噌
ｗ

Ｖ
Ｉ
ｕ
Ｖ

山 Ｙ

■ ○ ア ｚ

議 隅 ・ 蔀 ン 霊

凌

害 Ⅱ 。 ｈ 凋

職 酔 地 即 蝋 ・ 古 噌 驚 Ｌ ｑ ○ Ｊ 蝋

■ 勺 冨
● Ⅶ Ｙ ｕ

ｅ
掲
●
冊

IⅡ
初出
罰

障＃
這侭 螺浬
＃ §； Ｘ Ｕ 則 遥 噌 ｕｌ ｕ

、 色 』 ． 十 Ｊ Ｕ 引 哩 喉 、 叫 Ｙ

■ ， 蛸 ・ Ｕ ｒ 、 噂 山 珊

Ｕ 副 喧 噌 叫 ｖ 易 管 赴 ． 制 心 荷 牛 垣 ！

ざ Ｙ 過 ● 則 世 〕 亭 ｕ 司 噂 や 山 Ｙ

醒 司
男 〆 李 』 ｝ 声 ー

’

，、
ご／ 〆 厚
ｰ

〆
．
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■Ｐ

／ 、

色
鍋
島
草
花
更
紗
文
花
瓶
喬
さ
蝿
叩
）

〈
そ
ご
』
３
が
選
ん
だ

御
墓
②Ⅱ

②
識

島霊

願
一
宇
望
月
美
伸
」

巽雪ご毒毒壷

詮匿璽…麗癒
圭号
三二
の

ー

色
銀
島
地
紋
二
方
花
文
花
瓶
（
高
さ
〃
、
）

蕊

ロ
〈
上
一
代
〉
今
右
衛
門
作
陶
展●写真作品についてのお問い合せは、

美術画廊く6 階> 内線6 5 5 までご連絡下さいませ。

粥

ノ、

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誹
唖
情

山
崎
朔
二
一
油
絵
新
作
展

⑨
３
月
ｕ
日
公
立
）
〉
３
月
四
日
の
小
）

■
郷
愁
を
さ
そ
う
叙
情
の
世
界

谷
内
六
郎
木
版
画
展

◎
３
月
即
日
（
木
・
蛭
今
〉
３
月
記
日
の
少

ロ
〈
第
２
９
丹
波
陶
友
会
展

③
３
月
７
日
奔
釜
）
Ｉ
鯉
３
月
ｕ
日
天
）

ｅ
美
術
画
廊
〈
６
階
〉

⑨
２
月
四
日
空
拳
←
３
月
５
日
へ
丞
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田
島
博

八
神
戸
市
外
国
語
大
学
学
長
Ｖ

今
こ
そ
将
来
へ
の

☆
私
の
意
見

蓄
積
を
す
る
時

最
近
は
低
成
長
の
時
代
で
す
。
省
エ
ネ
で
あ
る
と
か
、
減
量
経

営
で
あ
る
と
か
、
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
が
非
常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
の
身
辺
に
も
、
実
際
に
そ
の
影
響

が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
し

な
い
で
い
い
時
期
だ
と
考
え
て
し
ま
う
の
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
決
し
て
楽
観
的
な
見
方
で
は
な
く
、
こ
の
低
成
長
時
代
も
一

直
線
に
続
く
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
波
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

い
ず
れ
将
来
、
何
ら
か
の
形
で
も
っ
と
い
い
時
期
が
来
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
期
待
も
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
今
の
こ
の
時

期
に
、
私
た
ち
は
、
そ
の
低
成
長
ム
ー
ド
に
呪
縛
さ
れ
て
し
ま
っ

て
、
何
も
し
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で

す
。
つ
ま
り
、
将
来
に
備
え
て
今
を
う
ま
く
利
用
す
る
か
し
な
い

か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
ま
た
活
発
に
動
く
で
あ
ろ
う

発
展
の
時
期
に
力
が
不
足
し
て
い
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

例
え
て
い
う
な
ら
蝶
の
場
合
で
す
。
蝶
は
成
長
過
程
に
お
い
て

幼
虫
か
ら
サ
ナ
ギ
、
そ
し
て
蝶
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
幼
虫

が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が
高
度
成
長
期
で
、
サ
ナ
ギ

の
時
代
は
蝶
に
な
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
時
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
サ
ナ
ギ
の
期
間
に
果
し
て
何
も
せ
ず
に
い
る
の
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
の
華
麗
な
蝶
と
な
っ

て
生
ま
れ
て
く
る
た
め
に
は
、
何
か
た
い
へ
ん
な
こ
と
が
サ
ナ
ギ

の
時
代
に
内
部
で
起
こ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
変
身
へ
の
準
備
が

凄
じ
い
勢
い
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
も
同
じ
こ
と
で
、
低
成
長
の
環
境
に
縛
ら
れ
て
、
外
か

ら
み
れ
ば
何
も
動
い
て
い
な
い
よ
う
に
で
も
、
内
で
も
、
将
来
の

充
実
の
た
め
の
必
死
の
営
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
べ
き
時
期
で

す
。
低
成
長
だ
、
省
エ
ネ
だ
と
い
わ
れ
て
、
活
動
が
停
止
し
て
し

ま
う
の
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
、
そ
う
い
う
ム
ー
ド
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
奮
起
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
何
も
し
な
い

の
だ
と
い
う
受
け
と
め
方
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
こ
れ

を
プ
ラ
ス
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
す
ね
。
次
の
成
長
期

の
強
い
あ
り
方
の
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
へ
向
け
て
蓄
積
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
時
だ
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

１
２９
１
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う
め
む
ら

梅
村八

ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

や
ま
う
ち
れ
い
と

山
内
鈴
子

囚
音
楽
部
門

回
文
学
部
門

日
常
か
ら
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
コ
ト
バ
ヘ
の
こ
だ
わ
り
。
こ
だ
わ
り

つ
づ
け
て
探
し
あ
て
た
数
々
の
コ
ト
パ
の
群
押
し
の
け
て
き
こ
え
て

く
る
の
は
、
し
な
や
か
な
青
春
の
歌
口
。
含
謹
気
鋭
の
詩
人
梅
村
光

明
さ
ん
に
た
い
す
る
私
た
ち
の
期
待
は
大
き
い
。

八
安
水
稔
和
Ｖ

蕊
吉
村
一
夫
・
柴
田
仁
・
小
石
忠
男

誕
露
小
林
武
雄
・
・
杉
山
平
一
・
安
水
稔
和

郷
士
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
こ
の
三
月
号
で
十
九
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
で
は
、
神
戸
の
文
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
こ
に
第
九
回
「
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
」

（
青
い
海
）
を
設
定
し
、
各
部
門
別
に
選
考
座
談
会
を
行
っ
た
う
え
、
左
記
の
五
人
の
方
々
に
賞
（
彫
刻
家
新

谷
房
紀
氏
に
よ
る
海
の
女
神
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
）
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
副
賞
に
は
地
元

企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
部
門
の
受
賞
者
に
拾
万
円
が
授
与
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
社
会
の
中
か
ら
世
界
に
通
じ
る
文
化
を
育
み
た
く
、
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
授
賞
式
は
４
月
、
日
（
木
）
サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル
／
月
刊
神
戸
っ
子
四
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
行
い
ま
す
Ｖ

☆
月
刊
神
戸
っ
子
四
周
年
記
念
文
化
賞
／
第
９
回
受
賞
者
発
表

ブ
ル
面
’
‘
・
メ
ー
ル
賞

１
３０
１

副
賞
各
拾
万
円

海
の
女
神
ブ
ロ
ン
ズ

新
谷
扉
紀
制
作

要

山
内
鈴
子
さ
ん
は
才
気
換
発
、
非
常
な
積
極
性
を
も
っ
た
ピ
ア
ニ

ス
ト
だ
。
受
覚
の
理
由
と
な
っ
た
神
戸
で
の
独
奏
会
を
含
め
て
、
こ

の
数
年
の
成
長
は
蕃
し
く
、
抑
か
し
い
音
の
感
覚
な
ど
地
来
の
費
質

が
い
ま
結
実
し
た
と
い
え
る
。
受
賞
は
当
然
で
あ
る
。八

小
石
忠
男
Ｖ

光菖八
詩
人
Ｖ 明喜
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い
ち
の
き
え
み
こ

市
野
木
江
充
子

う
ん
の
み
つ
こ

海
野
光
子

八
吋
誇
誇
剛
誇
垂
心
諦
劫
毒
ミ
ィ
Ｖ

榎
忠
は
発
想
の
帆
の
広
さ
と
、
そ
の
発
想
が
現
災
に
結
び
つ
く
時

間
の
早
さ
を
持
っ
て
い
る
。
彼
は
頭
の
働
き
と
手
の
働
き
が
一
致
す

る
と
い
う
美
術
家
に
一
番
必
要
な
査
質
を
持
つ
人
で
、
現
在
そ
の
資

質
の
一
致
を
み
な
い
美
術
家
が
多
い
巾
で
、
将
来
も
か
な
り
の
仕
事

が
で
き
る
と
砿
信
で
き
る
人
で
あ
る
。
八
増
川
洋
Ｖ

囚
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

図
郷
台
芸
術
部
門

■
一
美
術
部
門

鎧零隷弓論閏

ハ
ニ
ッ
ト
ー
デ
ザ
イ
ナ
１
Ｖ

☆
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
協
賛
会
社

株
式
会
社
淡
路
屋

財
団
法
人
井
植
記
念
会

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
本
社

ウ
シ
オ
エ
業
株
式
会
社

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社

カ
ネ
ボ
ウ
ベ
ル
エ
イ
シ
ー
（
株
）

力
ワ
ノ
株
式
会
社

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所

蕊
佐
野
漣
箕
。
岡
田
美
代
。
小
泉
康
夫

１
３１
１

神
栄
石
野
証
券
株
式
会
社

角
南
商
事
株
式
会
社

株
式
会
社
そ
ご
う
神
戸
店

株
式
会
社
大
丸
神
戸
店

株
式
会
社
太
陽
神
戸
銀
行

田
崎
真
珠
株
式
会
社

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

ハ
釦
音
順
Ｖ

青
い
眼
の
役
者
た
ち
が
熱
演
し
た
歌
舞
伎
十
八
番
の
〃
勧
進
帳
″

は
二
千
三
百
名
の
観
客
を
文
句
な
し
に
魅
了
し
た
。
も
う
こ
れ
は
日

本
の
驚
異
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
に
育
て
た
海
野
先

生
と
厳
し
い
習
練
に
よ
く
応
え
た
年
若
い
外
人
役
者
に
、
絶
賛
の
拍

手
を
則
る
。
Ａ
岡
田
美
代
Ｖ

榎§

神
戸
で
は
育
ち
に
く
い
オ
ー
ト
ク
チ
ョ
ー
ル
ー
ー
ッ
ト
の
分
野
で
、

じ
っ
く
り
自
分
の
勉
強
を
し
て
創
造
的
な
仕
那
を
し
て
き
た
市
野
木

さ
ん
の
姿
勢
は
立
派
で
あ
る
。
ま
た
、
春
秋
の
シ
ョ
ウ
で
、
た
え
ず

一
●
高
い
次
元
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
発
表
し
て
き
た
こ
と
も
評
価
し
た
い
。

八
禰
簡
芳
美
Ｖ

委

蕊
福
富
芳
美
・
森
木
泰
好
・
藤
本
ハ
ル
ミ
・
小
泉
美
喜
子

八
ア
ー
チ
ス
ト
Ｖ

蕊
赤
根
和
生
・
乾
由
明
・
嫡
田
洋
。
草
野
拓
郎

た
だ
し忠
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一生勉強の
愛陶の世界

ＡＮＡＮ
あんちつく
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４

美術館にいた時、運よく人好きな志野の「卯花埴占の名碗
を手にさせてもらい、国宝の重みと出来のす寵らしさに今も
その時の感動を忘れ得ませんが、いつになっても思いがけな
い焼きものに出くわしたり、未知の美を見い出したりして、
そのつど驚きを新たにする機会の多い星とも事実です。その
意味で愛陶の世界も‐生勉強、ということ: こ尽きますが、そ
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蕊

普
通
加
年
を
祝
う
み
た
い
な
気
が
す
る
が
、
四
年
を
一
区
切
り

と
し
て
祝
う
と
は
、
一
種
し
ゃ
れ
た
神
戸
ら
し
さ
が
あ
る
よ
う
な

気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

一
九
八
○
年
か
ら
一
九
八
○
年
代
と
い
う
ご
と
く
、
加
年
か
ら

は
「
神
戸
っ
子
」
加
年
代
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。こ

の
何
々
年
代
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た
し
は
年
末
、
年
始
に
ち

ょ
っ
と
悩
ん
だ
。
二
十
世
紀
と
い
う
場
合
、
一
九
○
○
年
か
ら
二

十
世
紀
と
は
い
う
ま
い
。
一
九
○
○
年
は
十
九
世
紀
の
完
了
の
年

で
、
一
九
○
一
年
が
一
一
十
世
紀
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年
代
と
い
う
の
は
一
九
八
一
年
か
ら
で
は

な
く
、
一
九
八
○
年
か
ら
は
じ
ま
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
ど
う
な
る

の
か
。
第
一
世
紀
と
い
う
の
は
一
年
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
っ
て

○
年
と
い
う
年
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
○

年
と
い
う
年
は
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
。
と
す
れ
ば
、
ど
こ
か
で

一
年
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
ぬ
こ
と
が
出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
ん
な
変
て
こ
な
思
案
は
、
一
昨
年
死
ん
で
し
ま
っ
た
花
森
安

治
が
生
き
て
お
れ
ば
、
ち
と
相
談
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
な
あ
と

思
っ
た
。
生
き
て
い
る
淀
川
長
治
が
そ
ば
に
も
し
居
れ
ば
、
こ
の

人
と
も
相
談
し
て
み
た
い
。

神
戸
は
坂
道
ば
か
り
で
風
通
し
が
よ
く
て
、
気
質
的
に
ア
ッ
サ

リ
し
て
い
る
な
あ
と
思
う
が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
「
神
戸
っ

子
」
の
よ
う
な
雑
誌
が
こ
れ
だ
け
つ
づ
い
て
い
る
と
は
シ
ブ
ト
イ

な
あ
と
も
思
う
。
そ
の
シ
ブ
ト
サ
に
し
ゃ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
も
感
じ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
花
森
安
治
も
シ
ブ
ト
ク
「
暮
し
の

手
帖
」
を
や
っ
て
い
た
が
、
淀
川
長
治
も
一
見
お
だ
や
か
な
紳
士

神
戸
っ
子
岨
年

随
想
●
月
刊
神
戸
っ
子
旧
周
年
に
寄
せ
て

風
だ
が
そ
の
芯
の
あ
た
り
は
中
々
シ
ブ
ト
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
ほ
の
見
え
る
。

小
泉
兄
妹
そ
の
他
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
神
戸
の
ど
の
あ
た
り
に

育
ち
、
ど
ん
な
学
校
を
出
た
連
中
か
ふ
っ
と
気
に
な
る
が
、
全
然

わ
た
し
に
は
そ
の
知
識
が
な
い
。
知
り
た
く
思
う
が
、
今
は
と
っ

さ
に
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

淀
川
長
治
・
花
森
安
治
は
わ
た
し
の
三
中
の
先
輩
で
、
わ
た
し

が
入
っ
た
年
に
一
年
か
ら
五
年
ま
で
は
よ
う
や
く
揃
っ
た
新
設
校

で
、
ひ
ど
く
自
由
主
義
的
な
雰
囲
気
で
、
初
代
校
長
の
近
藤
英
也

は
生
徒
た
ち
を
紳
士
扱
い
す
る
よ
う
な
人
だ
っ
た
。
だ
か
ら
相
当

の
び
の
び
と
暮
ら
せ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
花
森
は
知
っ
て
い

た
が
淀
川
長
治
と
い
う
人
物
は
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
淀
川

長
治
の
尽
力
で
、
わ
た
し
ら
生
徒
は
時
々
松
竹
座
へ
全
校
一
緒
に

行
っ
て
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ェ
ァ
バ
ン
ク
ス
の
冒
険
映
画
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
れ
は
感
謝
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
雰
囲
気
の
学
校
か
ら
淀
川
や
花
森
の
よ
う
に
シ
ブ
ト

イ
人
物
が
出
て
来
た
こ
と
は
何
と
も
面
白
い
。
後
輩
の
わ
た
し
に

し
て
が
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
い
う
同
人
雑
誌
を
神
戸
か
ら
発
足
さ

せ
、
三
十
数
年
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
も
シ
ブ
ト
イ
の
か

も
知
れ
な
い
。

こ
う
い
う
シ
ブ
ト
さ
は
案
外
、
神
戸
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
明
る
さ

が
土
台
に
な
っ
て
出
て
く
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
に
か
く
「
神
戸
っ
子
」
十
九
年
は
め
で
た
い
。
も
う
大
体
が

安
泰
と
み
て
い
い
の
だ
ろ
う
が
、
余
り
ノ
ン
キ
に
な
ら
ず
に
つ
づ

け
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
は
出
来
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
ま

あ
、
こ
こ
に
祝
辞
を
の
べ
る
。
お
め
で
と
う
。

富
士
正
晴

八
作
家
Ｖ

１
３３
１
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１
３４
１

出
会
い
と
人
間
模
様

随
想
●
月
刊
神
戸
っ
子
旧
周
年
に
寄
せ
て

創
作
の
道
は
ま
た
、
出
会
い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

夢
一
回

書
の
世
界
か
ら
と
び
だ
し
た
０
の
私
が
学
ん
だ
対
象
は
、
人
間

で
す
。
人
々
と
の
出
会
い
が
私
の
何
よ
り
の
栄
養
と
な
り
、
創
作

の
粒
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
人
間
が
好
き
で
す
。
人
間
の
崇
高
さ
も
、
人
間
臭
さ
も
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
せ
ぬ
泉
を
も
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
魅
力

の
あ
る
「
人
間
模
様
」
（
以
前
、
「
神
戸
っ
子
」
誌
上
で
私
が
書
か

せ
て
も
ら
っ
た
題
字
で
す
が
：
…
・
）
を
織
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
生
き
て
い
る
、
す
べ
て
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
心
あ
た
た
め

生
き
た
い
も
の
を
」
ｌ
赤
木
健
介
の
こ
の
歌
を
私
は
好
ん
で
作

品
に
書
き
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
生
き
て
い
る
と
い
う
そ
の
幸
せ

は
、
人
間
の
交
流
の
上
に
こ
そ
な
り
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
神
戸
っ
子
」
は
二
十
年
の
雑
誌
づ
く
り
を
通
し
て
、
単
に
雑

誌
発
行
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
ば
ら
し
い
才
能
や
個
性
や
夢
を

も
っ
た
人
々
ｌ
神
戸
っ
子
ｌ
を
発
掘
し
、
育
て
、
そ
の
輪
を

拡
げ
て
こ
ら
れ
た
、
そ
の
こ
と
に
、
そ
の
感
度
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

に
、
私
は
あ
ら
た
め
て
感
服
し
「
神
戸
っ
子
」
の
果
た
し
た
役
割

の
大
き
さ
を
認
識
す
る
思
い
で
す
。

今
、
全
国
を
代
表
す
る
ミ
ー
ヨ
ミ
誌
と
な
っ
た
「
神
戸
っ
子
」

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
実
り
あ
る
何
か
を
生
み
出

す
原
動
力
と
し
て
、
力
強
い
歩
み
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
と
、
私

は
確
信
し
て
い
ま
す
。 八

嘗
道
家
Ｖ

望
月
美
佐

「
神
戸
っ
子
」
は
こ
の
た
び
、
は
や
一
一
十
年
を
迎
え
ら
れ
る
と

い
雷
フ
。心

か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
口
に
二
十
年
と
い
っ
て
も
、
こ
の
二
十
年
の
時
代
の
流
れ
は

実
に
多
様
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
、
〃
ミ
ー
ヨ
ミ
″
と

い
う
確
立
し
た
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
三
十
六
年
の
創
刊
洲

時
は
ま
だ
ま
だ
未
開
の
分
野
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
き
っ
と
、
そ
の
頃
の
心
境
が
、
小
泉
康
夫
編
集
長
、
小
泉
美

喜
子
さ
ん
の
胸
の
中
を
せ
つ
せ
つ
と
脈
打
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
夢
と
希
望
に
熱
い
血
を
燃
や
し
な
が
ら
、
必
死
で
頑
張
っ
た

二
十
年
前
の
間
々
の
こ
と
が
：
…
・
…
。

私
の
一
つ
の
道
も
、
偶
然
そ
の
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
し
た
。
日
展
に
初
出
品
初
入
選
の
の
ち
、
三
回
目
の
入
選
を
果

た
し
、
書
の
道
一
筋
に
生
き
よ
う
と
、
新
し
く
社
会
へ
の
第
一
歩

を
情
熱
を
も
っ
て
踏
み
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
で
す
．
ｌ

や
が
て
月
日
は
流
れ
、
開
放
的
で
国
際
性
に
富
ん
だ
明
る
い
神

戸
の
風
土
に
青
く
ま
れ
て
、
し
だ
い
に
「
神
戸
っ
子
」
は
大
き
く

な
り
、
そ
し
て
私
は
、
日
腿
十
Ｍ
入
選
を
契
機
に
封
建
的
な
書
の

世
界
の
中
か
ら
飛
び
出
し
、
一
人
歩
き
を
決
心
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
「
神
戸
っ
子
」
と
の
出
会
い
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

以
来
、
題
字
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
様
々
な
お
つ
き
あ

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
神
戸
っ
子
」
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
人
々
と
の
出
会
い
、
こ
の
人
間
関
係
が
、
私
の
今
を
支
え
て

く
れ
る
何
よ
り
の
財
産
で
す
。 神戸
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随
想
●
月
刊
神
戸
っ
子
伯
周
年
に
寄
せ
て

「
神
戸
っ
子
」
の
表
紙
は
素
晴
ら
し
い
。
小
磯
良
平
画
伯
の
描

く
表
紙
は
品
格
が
漂
い
、
そ
れ
が
「
神
戸
っ
子
」
と
い
う
雑
誌
の

中
に
の
り
移
っ
て
い
る
。
何
と
小
磯
画
伯
の
表
紙
絵
が
十
八
年
も

続
い
て
い
る
そ
う
だ
が
、
一
貫
し
た
安
定
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
と
は
い
わ
ず
、
個
性
と
い
う
か
独
自
の
画
風
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
。
神
戸
ら
し
い
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
、
ハ
イ
カ
ラ
な

感
じ
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
気
障
っ
ぽ
さ
が
な
い
…
…
。
ど
の
号
も

画
題
は
異
な
る
の
に
、
い
つ
も
同
じ
絵
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て

し
ま
う
く
ら
い
画
風
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
「
神
戸
っ
子
」
の
表
紙

に
相
応
し
い
絵
で
、
こ
れ
は
「
神
戸
っ
子
」
の
宝
物
だ
と
思
う
。

小
磯
画
伯
の
絵
を
音
楽
に
た
と
え
る
な
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
中
の
一
番
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
正
統
派
の
音
楽
で
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
か
ブ
ラ
ー
ム
ス
か
．
…
・
・
・
小
磯
画
伯
の
絵
に
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
感
じ
の
中
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
る
か

ら
、
や
は
り
ブ
ラ
ー
ム
ス
だ
ろ
う
。
最
も
正
統
的
な
絵
と
呼
べ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
人
的
な
こ
と
に
な
る
が
私
は
正
統
好

み
な
の
で
あ
る
。
音
楽
で
も
何
で
も
そ
う
だ
が
、
正
統
的
な
も
の

を
演
る
の
が
一
番
難
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
変
わ
っ
た
こ
と
を
す

れ
ば
個
性
だ
け
で
何
と
か
格
好
が
つ
く
け
れ
ど
〃
正
統
〃
と
い
う
の

は
、
無
個
性
の
中
で
個
性
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
ら
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
非
常
に
困
難
を
要
す
る
も
の
だ
。

画
伯
は
自
然
に
そ
の
道
を
進
ん
で
お
ら
れ
、
そ
う
い
う
意
味
で
私

は
非
常
に
尊
敬
し
て
い
る
。
画
伯
の
絵
は
神
戸
の
ひ
と
つ
の
誇
り

と
い
う
か
、
シ
ン
ボ
ル
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
人
の
神
戸
の
象
徴
み
た
い
な
人
、
詩
人
の
竹
中
郁
氏
と

は
古
く
か
ら
の
小
磯
画
伯
の
親
友
で
名
コ
ン
ビ
だ
が
、
竹
中
氏
を

自
由
な
発
想
と
品
格

3５

朝
比
奈
隆

八
指
揮
者
Ｖ

み
て
る
と
昔
の
（
十
九
世
紀
以
前
）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
想
の
男
の

生
活
を
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
関
心
を
持
っ
て
、
詩
に
限
ら
ず
文
章
も
書
く
し
絵
も
描
く

と
い
う
。
あ
あ
い
う
人
を
本
当
の
意
味
で
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
、

「
偉
大
な
素
人
」
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
専
門
の
詩
の
こ
と
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
が
、
小
説
の
こ
と
、
絵
の
こ
と

そ
し
て
た
べ
も
の
の
こ
と
に
は
か
な
り
ウ
ル
サ
イ
。
ま
さ
し
く
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
英
仏
の
貴
族
の
理
想
の
姿
、
教
養
が
高
く
、
何

で
も
出
来
て
、
瓢
々
と
し
て
…
…
。
竹
中
氏
は
自
由
だ
か
ら
貴
族

的
な
ん
だ
ろ
う
。
小
磯
良
平
、
竹
中
郁
両
氏
を
み
て
る
と
本
当
に

「
神
戸
の
人
」
と
い
う
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

「
神
戸
の
人
」
に
は
自
由
な
気
質
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ

の
間
、
惜
し
く
も
他
界
さ
れ
た
凧
月
堂
の
吉
川
進
氏
と
晩
年
親
し

く
お
つ
き
合
い
い
た
だ
い
た
。
お
菓
子
の
老
舗
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
つ
も
何
か
考
え
て
お
ら
れ
、
お
菓
子
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
会
う
た
び
に
熱
心
に
語
り
か
け
聞
き
役
の
私
に
話

し
て
確
認
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
絶
え
ず
発
想
が
あ
っ
て
そ

れ
が
と
て
も
自
由
に
い
き
い
き
と
し
て
い
る
。
私
が
考
え
る
の
に

神
戸
に
は
城
が
な
く
武
士
の
伝
統
も
な
い
こ
と
が
自
由
な
発
想
の

起
こ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
外
部
の
人

に
対
し
て
開
放
的
だ
か
ら
外
国
人
も
住
み
良
い
の
だ
ろ
う
。

「
神
戸
っ
子
」
も
は
や
い
も
の
で
も
う
十
九
年
。
一
口
で
言
う

な
ら
「
よ
く
発
展
し
て
き
た
」
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
神
戸
と
い

う
街
と
の
綿
密
な
つ
な
が
り
と
青
く
ま
れ
た
自
由
な
気
質
で
、
新

し
い
時
代
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
八
○
年
代
の
飛
躍
を
期
待
す
る
。
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